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Ⅰ 大学の現況及び特徴 

１ 現況  

（１）大学名  群馬県立女子大学 

（２）所在地  群馬県佐波郡玉村町上之手1395-1 

（３）学部等の構成 

   学部：文学部，国際コミュニケーション学部 

   研究科： 文学研究科、国際コミュニケーション

研究科（ともに修士課程） 

   附置研究所：外国語教育研究所、群馬学センター 

（４）学生数及び教員数（平成21年５月１日現在） 

 学生数：学部９３０人，大学院３７人 

   専任教員数：５６人 

２ 特徴  

 群馬県立女子大学は、昭和５５年４月に「国際化社会

に対応し得る広い教養と豊かな情操を備えた人材を育成

する」という建学の理念を掲げ、文学部の中に国文学科、

英文学科、美学美術史学科の３学科を持つ４年制女子大

学として設立された。 

 以来、大きな特徴のひとつである少人数教育や外国語

教育研究所設置（平成１３年）などの取り組みは、県立

の女子大学として一定の評価を得てきたが、社会情勢の

変化に応じた改革の必要性も指摘されていた。 

このような中、平成１５年度以降、「小さくても個性

的な大学」を目指し、学長のリーダーシップのもと、大

幅な大学改革に着手した。 

まず、大学のより一層の国際化を図るため、奨励金に

よる海外留学支援制度を創設。これにより海外留学者が

大幅に増加し、現在では毎年、全学部生の１０％以上に

あたる１００名を超える学生が留学するようになった。 

また、カリキュラムの大幅な見直しを行い、英語によ

る授業の大幅な増加や、各分野の専門家等の外部知的資

源を活用した授業科目の開設（これらの多くは県民に公

開）など、活力ある大学づくりのため改革を進めてきた。 

そして、平成１７年には、実践的で高度な英語運用能

力と基礎的な社会科学系の知識を身に付け、国際社会で

活躍できる人材の育成を目的とする「国際コミュニケー

ション学部」を新たに設置。この学部は、英語コミュニ

ケーション課程と国際ビジネス課程の２課程からなり、

少人数教育、外国人教員の多用、留学支援の充実、ＴＯ

ＥＩＣを活用した習熟度別英語教育、ＣＡＬＬ

（Computer Assisted Language Learning）システムの

活用、各国大使や企業経営者などを招聘した授業など、

特色ある教育を行っている。このような取り組みの成果

もあり、同学部生のＴＯＥＩＣの成績は劇的な上昇が確

認されており、今後の動向が注目されている。 

一方、大学改革は入試制度にも及んでおり、平成１７

年度から両学部においてＡＯ入試を導入。同入試は、本

学だけでなく、東京、仙台とあわせ３会場で実施してお

り、全国から個性的で意欲あふれる学生が入学している。 

このような改革が功を奏し、ＡＯ入学者に限らず、平

成１７年度以降の入学生は大変活気がある。授業中、教

員とのディスカッションも活発に行っており、他大学を

本務とする非常勤教員や外部から招聘した講師陣からの

評判も良好で、「小さいながらも個性的な大学」として

の評価が確立しつつあると考えている。 

また、学生の進路支援も充実させており、１年次から

キャリア支援授業を開講。２年次以降は、就職専門員に

よる個別面談を学生全員に対して実施しており、学業か

ら生活面まで、低学年次から学生生活全般にわたってき

め細かいフォローを行っている。さらに、就職を意識し

た科目を数多く開設している他、３年次からは特訓講座

を設けるなど、学生一人ひとりのニーズに対応した手厚

い支援を行っている。 

地域貢献の分野では、「県民公開授業」や「公開講

座」など県民を対象とした講座を多数開講している他、

本学では特に、群馬の文化・歴史・風土など、多方面か

ら群馬の特色を探る「群馬学」の確立を目指した取り組

みを行っている。中でも各分野第一線で活躍する研究者

・経済人・ジャーナリストなどの参加を得て開催する

「群馬学シンポジウム」はこれまでに１８回を数え、延

べ 1 万人もの県民・学生が参加している。これは、本学

の地域貢献の取り組みが、県民に浸透している証である。 

 この他、施設面においては、平成１９年に新館を供用

開始し、ＣＡＬＬ教室４室と自由パソコンルームの充実

により、実践的な英語学習と学生のコンピュータリテラ

シーの獲得に貢献している。 

今後の大きな課題としては、既存施設の老朽化が目立

っており、特に附属図書館の改修が強く望まれている。 

なお、平成２１年度には、文学部に総合教養学科、大

学院に国際コミュニケーション研究科を、また研究機関

として「群馬学センター」を設置し、さらに、来年度に

は英文学科を英米文化学科に改編する予定であり、活力

ある大学を目指し更なる改革を進めている。 
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Ⅱ 目的 

本学は、学則第１条において次のように設置目的を定めている。 

 

 

「地域社会における文化の進展に寄与」することを大学の目的として明記した学則第１条

に基づき、正規課程の学生以外に対する教育サービスとして、一般県民を対象として、以下

の目的の下、様々な取組等を行っている。こうした取組は、地域社会における文化の進展に

寄与するのみならず、県立大学としての本学の存在意義や活動内容についての理解を広く県

民から得る上からも有効であると認識している。 

 

 

 

 

本学は地方の小規模大学ではあるが、本学の学生や聴講する地域住民が学内にいながら、

日本における学会での最新の見解や現代社会情勢はもとより世界の最新情報や現場の知識を

得ることができるようさまざまな工夫を凝らしている。 

 

 

 

 

 

第１条 群馬県立女子大学（以下「本学」という｡)は、広く知識を授け、深く専門

の学芸を教授研究するとともに、家庭生活の向上及び地域社会における文化の進

展に寄与し、更に国際化社会に対応し得る広い教養と豊かな情操を備えた人材を

育成することを目的とする。 

 

「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的 

 

１ 地域への貢献 

授業を公開することにより、一般県民に対して生涯学習の機会を提供するととも

に知的欲求の充足を図る等、地域の振興と発展に資する。 

 

２ 大学広報の機会としての活用 

授業の公開等により、一般県民に本学への来学の機会を提供し、本学の教育研究

活動の内容や、大学改革に取り組む積極的な姿勢等についての理解を深めることに

より、本学の知名度の向上や大学の評価の向上を図る。 

 

３ 大学の活性化 

学習意欲の高い県民が授業へ参加することにより、学生の学習意欲の向上や担当

教員の意識改革を促す。 
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Ⅳ 選択的評価事項Ｂ 正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

 

１ 選択的評価事項Ｂ 「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」に係る目的 

 

本学は、学則第１条において表Ｂ－１のように設置目的を定めている。同条は、「地域社会における文化

の進展に寄与」することを大学の目的として明記しており、以下の目的の下、聴講する地域住民が学内にい

ながら、日本における学会での最新の見解や現代社会情勢はもとより世界の最新の情報や現場の知識を得る

ことができるよう、さまざまな工夫を凝らした様々な事業に取り組んでいる。 

こうした取り組みは、地域社会における文化の進展に寄与するのみならず、県立大学としての本学の存在

意義や活動内容についての理解を広く県民から得る上からも有効であると認識している。 

 

１ 地域への貢献 

授業を公開することにより、一般県民に対して生涯学習の機会を提供するとともに知的欲求の充足を図る

等、地域の振興と発展に資する。 

 

２ 大学広報の機会としての活用 

授業の公開等により、一般県民に本学への来学の機会を提供し、本学の教育研究活動の内容や、大学改革

に取り組む積極的な姿勢等についての理解を深めることにより、本学の知名度の向上や大学の評価の向上を

図る。 

 

３ 大学の活性化 

学習意欲の高い県民が授業へ参加することにより、学生の学習意欲の向上や担当教員の意識改革を促す。 

 

 

表B-1 群馬県立女子大学学則 

第１条 群馬県立女子大学（以下「本学」という｡)は、広く知識を授け、深く専門の学芸を教授研究

するとともに、家庭生活の向上及び地域社会における文化の進展に寄与し、更に国際化社会に対応

し得る広い教養と豊かな情操を備えた人材を育成することを目的とする。 
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２ 選択的評価事項Ｂ 「正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況」の自己評価 

（１）観点ごとの分析 

 

観点Ｂ－１－①： 大学の教育サービスの目的に照らして，目的を達成するためにふさわしい計画や具体的方

針が定められているか。また，これらの目的と計画が周知されているか。 

【観点に係る状況】 

  

学則に大学の目的として定めた「地域社会における文化の進展」の達成のために、本学で実施している数々の

正規課程の学生以外の者に対する教育サービスの態様毎に実施計画を立て、周知している。 

 

 ア 一般県民向け教育サービス 

県民公開授業・県民公開講座については、毎年度末に翌年度の授業（講座）計画を立て、周知用リーフレット

（基準５ 資料5-1-①-4）を作成し、年度当初に、過去の受講者に対してダイレクトメールにて送付するととも

に、大学ウェブサイトに掲載（表B-1-①-1）することによって周知を図っている。 

特に、本学の県民公開授業については、多くの授業科目（平成２０年度で１６科目）県内外の著名人、文化人、

経済人等を毎週講師として招聘する全国的にも類を見ない特色ある授業科目群となっていることから、招聘する

講師の予定が決定次第、マスコミ等各種メディアへ情報提供している。その特殊性から各種メディアにおいても、

取り上げられることも多い（表B-1-①-2）。 

 群馬学の確立に向けた取組については、年間３回程度の群馬学シンポジウムの開催が活動の中心である。シン

ポジウムのテーマは、群馬に関して多岐にわたるものであるが、年間のテーマについての開催計画は、各年度当

初に決定し、具体の日程、パネリスト及び基調講演講師等の詳細が決定次第、個々のシンポジウムの開催計画を

各種メディアへの情報提供、チラシの配布を通して広く一般に周知している（基準５ 資料 5-1-①-4）。また学

内ウェブサイトに「群馬学」の確立に向けた取組の専用ページ（表B-1-①-3）を設け、取組内容の周知を図って

いるほか、シンポジウムの概要をまとめた記録集『群馬学の確立にむけて』をこれまでに第３巻まで刊行し、一

般書店にて販売し、読者から好評を得ている（表B-1-①-4）。 

 聴講生、特別聴講学生、科目等履修生、研究生については、学外者からの申請に基づく許可という行政行為を

含むため、学則第２７条（聴講生）、第２８条（特別聴講学生）、第２８条の２（科目等履修生）、第２９条（研究

表B-1-①-1 本学における正規課程の学生以外に対する教育サービスの状況 

本学では、正規課程の学生以外に対して以下のとおり教育サービスを提供している。 

１ 一般県民向け教育サービス 

（１） 県民公開授業 

（２） 群馬学の確立に向けた取組 

（３） 県民公開講座・出前授業・出前講座 

（４） 聴講生・特別聴講学生等 

２ 外国語（英語）に関する教育サービス 

（１） シンポジウム・講演会 

（２） 県民英会話サロン「グローバルかフェ」 

（３） 明石杯高校生英語コンテスト 

（４） 小学校英会話活動推進事業 
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生）に明示（表B-1-①-5）し、各々規程（聴講生規程、特別聴講学生規程、科目等履修生規程、研究生規程）を

整備している。 

その周知については、概要をウェブサイトに公開しているほか（表 B-1-①-6）、毎期の募集期間前には、群馬

県広報のメディアを活用している。 

 

イ 外国語（英語）に関する教育サービス 

外国語（英語）に関する教育サービスは、外国語教育研究所が担当しており、外国語教育研究所運営委員会（表

B-1-①-8）が年度当初に教育サービスの年間授業計画を策定している。個々の事業については、大学ウェブペー

ジに掲載しており、一般県民への周知（表 B-1-①-10、11）がなされている。また、小学校教員を対象とした英

語会話教室など、県教育委員会とのコラボレーションによる事業も多く、県内の教育事務所や県内の各学校を通

じて周知がなされている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

表B-1-①-2 公開授業に係る新聞記事 

日付 新聞 見出し
H17.5.28 朝日 １０カ国の大使交代で出張協議

H17.7.17 上毛 河合文化庁長官日本の神話講義

H18.4.1 上毛 「ことばと文化」学ぶ

H18.4.2 朝日 県立女子大県民公開授業「日本のことばと文化」

H18.5.10 朝日 著名人も登場テーマ多彩に

H18.5.17 上毛 モンゴルの魅力を学ぶ

H18.5.24 日経 ビジネスリーダー教壇に

H18.6.19 上毛 源氏物語通し女性論

H18.6.27 上毛 蚕糸業の伝統に関心

H18.6.28 毎日 知事訪問し会談

H18.6.28 読売 エジプト大使が本県と「交流を」

H18.7.30 上毛 社会人向け多彩に

H18.10.18 毎日 中山首相補佐官が県立女子大で講演

H18.10.18 産経 「あらゆる手尽くす」

H18.10.18 読売 中山首相補佐官拉致問題で講演

H18.10.18 上毛 中山補佐官拉致問題語る

H18.10.23 上毛 働く女性講師に県民公開授業

H19.6.30 読売 第一線の企業人らが講師　ブランド語る一般講座

H19.7.15 上毛 ブランドと脳の関係語る　県立女子大で茂木さんが講演

H19.7.20 上毛 「日本の言葉と歌を大切に」　県立女子大で由紀さん講演

H19.7.24 毎日 来月11日「県女で映画を観なキャンペーン」開催

H19.7.31 朝日 パニックへの備え「映画で学んで」　県立女子大生ら自主上映会

H19.8.4 上毛 県立女子大の映画会に藤岡さん

H19.11.9 上毛 河野外務審議官講師に公開授業

H19.11.21 上毛 「心つなぐのが外交」河野外務審議官が講演

H20.3.4 上毛 群馬の方言特徴解説　県立女子大篠木教授「生活を知る手段に」

H20.6.1 上毛 国際理解、平和考える　県立女子大大使ら招きリレーで

H20.6.15 上毛 ブランド論で県民公開授業　20日から県立女子大

H20.7.13 上毛 ペヤング誕生秘話を紹介　まるか食品丸橋会長講演

H20.7.16 上毛 時の話題

H21.1.22 ぐんま経済 当事者として福祉論　県立女子大で妹尾さん  

表B-1-①-1 大学ウェブ 公開授業等 

http://www.gpwu.ac.jp/ext/index.html 
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表 B-1-①-3 大学ウェブ 群馬学シンポジウム  

http://www.gpwu.ac.jp/ext/gunma_studies/index.html 

 

表 B-1-①-4 群馬学シンポジウム記録集 表B-1-①-5 学則 第27 条～29 条 

 

表B-1-①-6 聴講生等の申込方法 

http://www.gpwu.ac.jp/exam/dep/occ_stu_apl.html#0001 

表B-1-①-7 外国語教育研究所運営委員会構成員 
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【分析結果とその根拠理由】 

 学則上の目的である「地域社会における文化の進展」を達成するために、実施計画は、提供する教育サービス

の態様にあわせて、個々具体的に計画が立てられている。開催に当たっては、大学ウェブページへの掲載の他、

各種メディアへの情報提供、過去の参加者への案内等を通じて、多くの学外者に対して周知を行っており、後述

の参加実績を見ても周知活動は十分実施されていると言える。 

本学における正規の学生以外に対する教育サービスは、参加人数の多さや内容の特殊性から、開催前の情報提

供のみならず、開催結果についても各種メディアに取り上げられることが多々ある。新聞等の報道では、開催予

定や開催結果と併せてその趣旨も記載されるため、目的と計画が一般県民に対して十分に周知されていると言え

る（基準２ 資料2-1-⑤-3）。 

 

観点Ｂ－１－②： 計画に基づいた活動が適切に実施されているか。 

 

【観点に係る状況】 

前観点に記載した計画に基づき、以下のとおり教育サービスを提供している 

 

１ 一般県民向け教育サービス 

（１） 県民公開授業 

県民公開授業は、おもに学外の各分野の専門家等の外部知的資源を活用したオムニバス形式の授業を

一般県民に公開するもので、平成１６年度から毎年度実施している。その内容としては、全国の高等教

育機関に比しても極めて多種多様なものであると自負している。 

例えば、各国の駐日大使やＮＧＯメンバーによるリレー授業、著名な作家・文化人・研究家による「美

しい日本語」の授業、群馬県内の郷土研究家や文化人による「群馬」を考える授業、映画監督・評論家・

研究者による「映画と英米文化」に関する授業、芸術の現場で活躍する方を招くプログラム、航空業・

観光業・製造業・流通業等各民間企業の第一線で活躍しているビジネスリーダーや、国際社会の様々な

（基準５参照） 

資料5-1-①-4 （別添）群馬県立女子大学公開授業・公開講座・群馬学連続シンポジウムリーフレット 

表 B-1-①-8 外国語教育研究所の活動内容 

 

表B-1-①-9 外国語教育研究所 グローバルかフェの例 
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分野の第一線で活躍している女性リーダーによる授業など、各界の著名人・文化人・経済人等を毎週招

聘する授業科目を、平成２０年度においては１６科目開講した。本学は地方の小規模大学ではあるが、

本学の学生や聴講する地域住民が学内にいながら、日本における学会での最新の見解や現代社会情勢は

もとより世界の最新の情報や現場の知識を得ることができるよう、さまざまな工夫を凝らしている。 

（２） 「群馬学」の確立に向けた取組 

「群馬学」とは、古くから人や物、様々な文化が交わり独自のことばや文化を形成してきた「群馬」

について、様々な角度や視点から調査・研究し、広く意見交換することを通じて、「群馬」の魅力や諸

問題を再認識し、人や文化が抱える普遍的な課題を問い直すことにより、新たな地域文化の創造に繋げ

ていくことを目指し、本学学長が平成１６年度から提唱している地域学である。 

特に各分野で活躍する県内外の有識者を招いて開催する「群馬学連続シンポジウム」は、これまでに

１５回、また県民局との共催による地域版シンポジウムも３回開催し、延べ１万人にも上る参加者を得

ており、これらの取り組みは、マスコミにもたびたび取り上げられている。県内外の関心の高まりに応

じて、「群馬学」という言葉も徐々に浸透し、定着してきている。 

（３） 県民公開講座・出前授業・出前講座 

一般県民に生涯学習の機会を提供し、地域振興に資することを目的として、県民を対象とした講座を

開催している。大学で行う公開講座のみならず、高等学校からの要請により本学教員が赴き授業を行う

出前授業、地域の団体やサークル等の求めにより教員を派遣する出前講座にも積極的に取り組んでいる。 

（４） 聴講生、特別聴講学生、科目等履修生、研究生 

 本学の学生以外の者に対して、本学に開設されている特定の授業科目の聴講若しくは履修又は特定の

専門事項についての研究を許可することにより、学修機会を提供する。内容的に学外の県民の参加が馴

染まない授業科目を除き、多くの授業科目を聴講又は履修の対象としている。 

 

２ 外国語（英語）に関する教育サービス 

一般県民を広く対象とした教育サービスの提供に加えて、本学は設置目的の一つに「国際化社会に対応しう

る広い教養と豊かな情操を備えた人材の育成」を掲げていることから、本学附属の機関である外国語教育研究

所では、外国語に関する様々な取組みを行っている。学校教育を含め県民全体の英語能力向上を視野に入れ、

外国語教育（特に英語教育）全般に係る情報収集を行うとともに、一般の教員や県民等、多様な人々を対象と

する研修やコミュニケーションの場の提供、さらには、本学学生への英語授業等を通して、一般県民から学生

までの英語能力向上のためのノウハウの開発や蓄積を、極めて実践的かつ実証的な研究という形で行い、成果

を広く県民に還元している。 

（＊外国語教育研究所ウェブサイト http://www.gpwu.ac.jp/org/ins/index.html） 

その代表的な取組みが、平成１３年度以降３回にわたって当研究所が策定している「英語能力の向上に関す

る提言（平成２１年６月現在、第３回目の提言を策定中）」である。この提言は、群馬県の英語教育全般に関す

る提言であり、本学のみならず、群馬県庁各部局が連携して、各種事業を当該提言に基づき実施している。 

例えば、群馬県生活文化部国際課が主催している「明石塾」は、柔軟な発想ができる多感な高校生に実践的

な研修や体験をさせることによって、国際舞台で活躍できる高い志と行動力に富んだ若者を育てることを目的

とした活動で、本研究所のネイティブ研究員が研修を担当するなど、本研究所がその運営に協力している。 

その他、本学では、正規学生以外の者に対する教育サービスとして、以下の事業を実施している。 

 

 



群馬県立女子大学 選択的評価事項Ｂ 
 

-9- 

（１） シンポジウム・講演会 

英語、国際化、国際理解といったテーマを取り上げ、主に県内の高校を会場として、高校生等の一般県

民を対象として講演会及びシンポジウムを開催している。 

（２） 県民英会話サロン「グローバルかフェ」 

    県民誰もが気軽に立ち寄り、少人数グループにより英語で談話できる機会を提供することにより、県民

の英語能力向上及び多文化理解を促す。年間を通してほぼ毎週１回開催している。 

（３） 明石杯高校生英語コンテスト 

県内の高校生に対して、英語で自らの意見を発表する機会を提供することにより、英語によるコミュニ

ケーション能力の向上に寄与することを目的として、群馬県教育委員会・群馬県高等学校教育研究会英語

部会との共催により実施している。さらにコンテスト成績優秀者には、異なる文化圏での生活の実態・習

慣・物の見方、考え方を学び、国際親善及び交流を深めることを目的として、一週間程度の海外研修を副

賞として用意している。 

（４） 小学校英会話活動推進事業 

新学習指導要領により小学校５、６年生の英語活動の必修化が決定されたが、英語を専門としない小学

校教員の中には、授業中における英語の使用、ＡＬＴとの英語による打ち合わせに不安を感じている者が

多いという現状を踏まえ、小学校教員が、英語のネイティブ・スピーカーと接し、英語によるコミュニケ

ーションに親しむことにより、充実した英語活動を考える機会を提供することを目的として「小学校教員

英会話講座」を実施している。 

また、県内の館林市教育委員会との連携により、英語活動を推進するために、①教授法の指導、②授業

教材の開発援助、③公開授業の指導、④講演会の協力、⑤その他について館林市から委託を受け、館林市

内の小学校２校を研究指定校として、支援及び研究を行っている。 

 

 

【分析結果とその根拠理由】 

各事業とも事業毎の実施計画に基づいて適正に教育サービスの提供が行われたと言える。 

 

観点Ｂ－１－③： 活動の結果及び成果として，活動への参加者が十分に確保されているか。また，活動の実

施担当者やサービス享受者等の満足度等から判断して，活動の成果が上がっているか。 

 

【観点に係る状況】 

正規課程の学生以外に対する教育サービス活動への参加者は、平成20年度において、県民公開授業への参加者

が2,730人、公開講座への参加者が1,725人、群馬学シンポジウムへの参加者が1,420人、聴講生等の制度への

参加者が47人、外国語教育研究所のグローバルかフェへの参加者が1,469人、明石杯高校生スピーチコンテスト

参加者が210人と、各事業への参加者は１年間で約7,600人にも達している（表B-1-③-1～8）。 

また、本学で集計した受講者アンケートによると、集計した県民公開授業に対する満足度は、94.3％が期待ど

おりの満足を得たと回答し（表B-1-③-9）、公開講座における満足度は89.2％が満足したと回答している（表B-1-

③-10）。ほとんどの受講者が各講座等に満足を得ていることが伺える。 

（基準２参照） 

資料2-1-⑤-2 （別添）「英語能力の向上に関する提言」、「新・英語能力の向上に関する提言」 

            ＊大学ウェブサイトにも掲載 http://www.gpwu.ac.jp/org/ins/index.html 
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表B-1-③-3 平成２０年度 県民公開授業実施状況 

 

表B-1-③-2 平成２０年度群馬学シンポジウム実施状況 

表B-1-③-1 群馬学シンポジウム参加者数の推移 

（単位：人）

16年度 17年度 18年度 19年度 20年度

1,830 1,349 1,691 1,631 1,420
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表B-1-③-7 グローバル・かフェ 参加者数の推移 

表B-1-③-6 聴講生等の状況（平成18 年度～20 年度） 

学部
年度 聴講生 科目等履修生 研究生 特別聴講学生 計
18 23 7 2 5 37
19 19 10 1 4 34
20 33 2 1 3 39

大学院
年度 聴講生 科目等履修生 研究生 特別聴講学生 計
18 1 1 1 - 3
19 3 - 2 - 5
20 3 1 4 - 8  

表B-1-③-5 平成２０年度出前講座・出前授業実施状況 

表B-1-③-4 平成２０年度 公開講座実施状況 
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【分析結果とその根拠理由】 

 一年間の活動への参加者が7,000人を超えており、学生数1,000名弱の大学規模から見て、本学の正規の学生

以外の者に対する教育サービスの提供は、非常に活発であり、活動への参加者は、十分に確保されていると言え

る。 

表B-1-③-10 平成20 年度群馬県立女子大学公開講座における満足度（全１１講座の集計） 

あまりそう思
わない

2%

無回答
1%

どちらとも言え
ない
8%

ある程度満足
26% とても満足

63%

項目 回答割合
とても満足 63.0%
ある程度満足 26.2%
どちらとも言えない 7.5%
あまりそう思わない 2.4%
全くそう思わない 0.2%
無回答 0.7%  

表B-1-③-9 平成20 年度 公開授業「国際理解と平和」における満足度（全１２回の集計） 

期待はずれ
0%やや期待はずれ

5%

ほぼ期待どおり
22%

期待どおり
34%

期待以上
39%

項目 割合
期待以上 38.9%
期待どおり 34.1%
ほぼ期待どおり 21.8%
やや期待はずれ 4.9%
期待はずれ 0.3%  

表B-1-③-8 平成２０年度 明石杯高校生英語コンテスト実施状況 
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平成１７年度に現在のラインナップが揃って以来、参加者は、毎年１万人近くに達している状況で、毎回の事

業を楽しみにしている「常連者」がおり、本学からの年間計画を掲載したチラシの配布を待ちわびている者も多

く、チラシの配送が遅れた場合又は手違いによりチラシ発送の対象から漏れた場合には、苦情の連絡を受けるこ

ともある。これらの事実は、学則に掲げた「地域社会における文化の進展に寄与」するという目的達成のため、

本学が積極的に取り組んでいることの証であると言える。 

また、各種アンケートの結果から、受講者が満足を得ていることが把握できることから、活動の成果が十分に

上がっていると判断できる。 

 

 

観点Ｂ－１－④： 改善のための取組が行われているか。 

 

【観点に係る状況】 

個々の事業において、受講者アンケートを実施し、受講者の意見を徴する機会を作っている他、一般県民向け

教育サービスについては事務局教務係及び各担当教員が、英語に関する教育サービスについては、外国語教育研

究所が中心となって、改善策を検討しており、次年度の講師選定にアンケート意見を反映させている。ただし、

人員及び資金不足のため、アンケートの実施がなされてはいない事業もある。 

 

【分析結果とその根拠理由】 

各事業とも、毎年度ごとに実施計画を策定しており、アンケート等の参加者意見や運営上の反省点を踏まえて

改善を行っている。 

 

 

（２）目的の達成状況の判断 

 本学の正規の学生以外に対する教育サービスの取組内容は、前述のとおりであり、地域社会における文化の進

展に寄与するという目的は、十分達成できているものと判断する。 

 

 

（３）優れた点及び改善を要する点 

 

【優れた点】 

本学では、学則に定めた設置目的に「地域社会における文化の進展に寄与」すること及び「国際化社会に対応

しうる広い教養と豊かな情操を備えた人材の育成」を明示しており、個々の事業計画の下、以下のとおり、様々

な事業を実施している。 

① 公開授業や公開講座により、地域住民の知的欲求を満たし、特に各界の著名人・文化人・経済人等を毎

週招聘する授業科目では、群馬に居ながら、日本における学会での最新の見解や現代社会情勢はもとよ

り世界の最新の情報や現場の知識を得ることができるよう工夫を凝らしている。 

② 「群馬」について、文化・経済・市民生活など多方面から検証し、その特性を明らかにする取組である

「群馬学」の確立に向けた取組を行うことで、地域住民の学習機会の提供の幅を拡げている。さらに深

く専門分野を学修したい者や研究したい者に対しては、聴講、科目履修等の制度が活用でき、対象者の

学習意欲や興味に応じて、幾重にも教育サービスが提供できる体制となっている。 
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③ 「英語」という観点からは、「グローバルかフェ」により英語初級者に本物の英語体験の機会を提供し、

「スピーチコンテスト」により高校生に実際の授業の幅を拡げ、「公開シンポジウム」で英語との関わ

り方を考える機会を提供、「小学校教員英会話講座」では、学習指導要領を先取りする形で義務教育体

制の補完を行うなど、様々な地域の学習ニーズに対応しており、多様な教育サービスの提供を行ってい

る。 

 これらの事業には、毎年多くの県民が参加しており、聴講者の満足度も高い状態となっている。 

 

【改善を要する点】 

 参加者からは、満足している様子が伺えるものの、人員及び資金不足のため、全ての事業においてアンケート

が実施されている状況ではない。今後、これらの教育サービスの内容をさらに充実させるためには、少しでも多

くの事業において参加者の様々なニーズを把握するよう努めることが必要である。 

 

 

（４）選択的評価事項Ｂの自己評価の概要 

本学では、「地域社会における文化の進展に寄与」するという目的を達成するため、多面的に教育サービスを行

っている。対象者の面では、一般県民を広く対象とした教育サービスを提供しながら、専門的知識の修得につい

ての要求にも対応している。分野の面では、本学専任教員の担当分野を学ぶ機会となる公開講座や聴講・科目履

修等の制度を用意している他、地元群馬について多方面から検証していく「群馬学」の取組や各方面の専門家を

招聘した公開授業等、一般県民を対象に幅広い分野のメニューを用意している。 

また、「国際化社会に対応しうる広い教養と豊かな情操を備えた人材を育成すること」を目的の一部としている

本学では、学校教育を含め、群馬県の地域社会全体の英語能力向上や国際理解を深めることを視野に入れた多様

な教育サービスを行っており、いずれも受講者の好評を得ている。 

以上から、本学は、正規の学生以外の者に対して「地域社会における文化の進展に寄与」及び「国際化社会に

対応しうる広い教養と豊かな情操を備えた人材を育成」という２つの目的を達成している。 
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